
リコールの分野横断的指針の検討に関して考えうる論点

１．リコールの定義（対象物、方法等）
２．実施体制
３．製品の危険度の判断
４．リコール開始の意思決定
５．リコールの広報・伝達

５－１ 社告の在り方
５－２ 伝達のネットワーク（販売、点検・修
理等事業者との協力体制）

６．回収率
７．リコール終了の意思決定
８．関係機関との連携
９. 国際的整合性
10.その他
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